
 

歯科口腔外科   

《概要》 

当科は頭頚部悪性腫瘍を専門とするが、そのほか口腔顎顔面領域の腫瘍、顎顔面形成外科

（唇顎口蓋裂、顎変形症）、粘膜疾患に多くの実績があり、炎症、顎顔面外傷、神経疾患、顎

関節疾患、歯科インプラント、インプラントのための造骨手術、および重篤な合併症を有し

一般歯科では治療困難な有病者の歯科治療、入院中の患者の歯科的対応・応急処置を扱って

いる。また隣接する府立泉州救命救急センターからの顎顔面外傷・歯科疾患の処置依頼やコ

ンサルトにも多く対応している。 

患者構成は、地域の各科医療機関からの紹介、大阪大学からの南大阪地域の患者紹介など、

院外からの紹介患者が約６割を占め、他は院内紹介・紹介のない患者で構成されている。 

手術は患者の生活リズムをできるだけ崩さないよう可及的に外来手術とし、クリーンルー

ムを使う必要のある症例も、日帰りの外来手術を有効に利用している。一般に長期入院にな

りがちな再建の必要な悪性腫瘍でも、当科では 2 週間で退院できるクリニカルパスに従い、

通常 2～3週間の入院で、早期の社会復帰を可能にしている。 

今年度の特徴は、他院からの頭頸部癌進行例の紹介が急激に増えたことである。母教室で

ある大阪大学の関連病院からの紹介と、当科での頭頸部癌治療の実績をきいて初めての紹介

元も多くみられる。放射線科の血管内治療と共同で行う治療も多く、他院の耳鼻科・口腔外

科で治療の中断を余儀なくされたいわゆる『がん難民』の救済に、当科でのサルベージ手術・

動注化学療法・放射線科の血管内治療による一連の治療が奏功している。 

【ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）】2001年、熊取町の京都大学原子炉実験所と大阪大学・

市立泉佐野病院は、低エネルギー中性子を用いた『ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）』を世界

で初めて頭頚部癌に対して行った。以来、頭頚部癌のBNCTでは、私達のグループが世界を

リードしている。BNCTは再発などにより治療不可能とされてきた頭頸部癌・口腔癌の治療

方法の一つとして行われ、癌難民の救済や生活の質（QOL）の向上には非常に有用な治療法

となっている。また、2010年より、加速器を用いたBNCTを世界に先駆けて開始する予定で

ある。当科では、さらに以下に述べるような集学治療の一環として位置づけている。 
【癌の集学治療】＜頭頚部癌のあきらめない癌治療＞の実践---- 
近年『癌の治療』の発展はめざましく、治療効果も著しく向上し、進行した癌でも治せるよ

うになり癌はもはや治らない病気ではなくなってきた。一方で、『緩和ケア』による、心の医

療も著しく向上しており、多くの患者さんの救済に役立っている。 
ところが、『緩和ケア』の向上により『癌の治療』から『緩和ケア』への切り替えが容易にさ

れるようになり、『標準治療で制御しきれない、あるいは進行癌として標準治療では治療でき

ない』と判断されると、ある日いきなり『緩和ケア』をすすめられるという事例も多くみう

けられるようになった。「まだ治療を続けたい・治りたい」と願う患者さんは、癌難民として

治療法を求めて彷徨うことも非常に増えてきている。このように、『治療を行う癌』と『治療

不可能という理由で治療を断念し緩和ケアを行う癌』のどちらかに容易に分けられてしまう

という現実がる。『癌の治療』も『緩和ケア』も発達したため、その境界があまりにも近づき

すぎたことによる弊害の一つが癌難民の増加につながっていると考えられる。最初に治療し

た医療機関が、再発した癌を治せる医療機関を探さずに『緩和ケア』を勧めている現実があ



 
る。それに疑問を感じていたところ、この泉州の地に同じ志をもち、しかも優れた技術をも

つ先生方がいることが判り、当口腔外科の『頭頸部癌の集学治療』を実践できる病院となっ

ている。世界トップレベルを誇る頭頸部癌の『ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）』をはじめ、

当口腔外科で施行する難易度の高い『サルベージ手術』、外頚動脈領域の超選択的・あるいは

選択的『動注化学療法』、優れた設備をもつカテーテル室と優れた技術をもつ放射線科医師に

よる『血管内治療（IVR）』、樹状細胞を用いた『免疫療法（DC 療法）』などを組み合わせる

ことにより、多くの癌難民を救うことができるようになった。新鮮頭頸部癌症例のより確実

な癌治療はもちろんのこと、さまよえる癌難民を何とか救うためのチーム医療をりんくう総

合医療センターの口腔外科と放射線科、さらに母教室の大阪大学第２口腔外科や院外の複数

施設との協力で実践している。 
 








	115-H20年度年報_第18号-p108.pdf
	116-H20年度年報_第18号-p109
	117-H20年度年報_第18号-p110
	118-H20年度年報_第18号-p111



